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　介護保険の被保険者が訪問介護（ホームヘル
プ）サービスを利用した場合、費用の１割分を負
担することになりますが、申請により本人負担の
２分の１を市が独自に負担しています。
対象者　市の要介護（要支援）認定を受けいる介

護保険料を滞納していない市民税非課
税世帯の方

※毎年度、事前に市に申請をし、利用額軽減確認
証の交付を受ける必要があります。なお、今後
利用する方（現在利用している方も含む）は、ケ
アマネージャーやホームヘルパーに相談して
ください。

平成２４年～２６年度の保険料平成２３年度

ま で の

月額保険料

（年額）

対 象 と な る 方
負担区分

（所得段階） 保険料の計算
月額保険料

（年額）

４,５００円×０.５０
２,２５０円

（２７,０００円）
２,０００円

（２４,０００円）

生活保護の受給者、市民税が世帯全員非課税世
帯の老齢福祉年金の受給者

第１段階

世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入の合計が
８０万円以下の方本人が

市民税
非課税
で　　

第２段階

４,５００円×０.７５
３,３７５円

（４０,５００円）
３,０００円

（３６,０００円）

世帯全員が市民税非課税で、前年の合
計所得金額と課税年金収入の合計が
８０万円を超える方

第３段階

４,５００円×１.００
４,５００円

（５４,０００円）
４,０００円

（４８,０００円）
同じ世帯に市民税課税者がいる方第４段階

４,５００円×１.２５
５,６２５円

（６７,５００円）
５,０００円

（６０,０００円）
本人の前年の合計所得金額が１９０万円
未満の方本人が

市民税
課税で

第５段階

４,５００円×１.５０
６,７５０円

（８１,０００円）
６,０００円

（７２,０００円）
本人の前年の合計所得金額が１９０万円
以上の方

第６段階

　６５歳以上の方の保険料は、市が３年ごとに見直しを行なっており、本年度がその見直しの年になります。
　保険料の見直しにあたって、介護保険事業計画策定委員会で協議を行ない、平成２４年度から２６年度ま
での３年間に、どの介護サービスをどの程度利用するかを見込み、それに必要となる費用総額のおおむね
２１％を６５歳以上の方の人数で割り返して、１人あたりの負担額（基準額）を決めます。
　今回、サービスを利用する方の増加や介護報酬の引き上げ（１.２％）などから、保険料を見直しました。

問合先　市高齢・介護室介護保険係

恐恐訪問介護サービス利用者負担を軽減していま訪問介護サービス利用者負担を軽減していますす

平成２４年度～２６年度

基準額（月額） ４,５００円
平成２１年度～２３年度

基準額（月額） ４,０００円

介護保険介護保険料料が変更になりまが変更になりますす
平成２４年

度から




